
2009年2月の格言
平成２１年２月の格言は

　特許というものは、
「今までになかった機構」だということであって、

商品化の可能性とは関係ないのである。

　それを、「特許をとったのだから売れる」
と考えるのは、早とちりである。
私は「万八」という言葉をつかうことにしている。

特許の商品化の可能性は、「万に八つ」しかないということである。
このくらいの商品化の可能性は低いことを知らなければならないのである。

　くれぐれも、特許をとったからといって、
有頂天になることはやめなければならない。
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